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【序論】 

UEFA 欧州選手権 2008 スイス・オーストリア大会，

2010 年 FIFA ワールドカップ南アフリカ大会，UEFA 欧

州選手権 2012 ポーランド・ウクライナ大会で優勝した

スペインは主要国際大会 3 連覇を果たした初の国となっ

た． では，スペインサッカーと他の代表チームでは何が

違うのか，スペインにあって他の代表チームには無いも

のは何だろうか，ということに興味を持ち，優勝したス

ペインと優勝する事の出来なかったベスト 4 の代表チー

ムを比較する事によって，スペインサッカーの強さの要

因を把握する事が可能であると考えた． 

そこで本研究は，UEFA 欧州選手権 2012 と 2010 年

FIFA ワールドカップにおける，ボール奪取から有効攻

撃に至るまでの過程においていくつかの項目を設け，ス

ペインとベスト 4 のチームにどのような差があるのかを

検証する．また，スペインにおいて UEFA 欧州選手権

2012 と 2010 年 FIFA ワールドカップの 2 つの大会では

どのような差があるのか，どのように変化しているのか

を調べることも目的とする． 

【方法】 

1. 分析対象 

 2010 年 FIFA ワールドカップ南アフリカ大会の全 64

試合のうち，スペインとベスト 4 のチームが行った 24

試合と，UEFA 欧州選手権 2012 の全 31 試合のうち，17

試合を対象にした． 

2. 分析項目 

1) ボール奪取地域 

2) ボール奪取から有効攻撃までに要した時間 

3) ボール奪取から有効攻撃に要したパス本数 

4) ボール奪取直後のプレー方向 

【結果】 

1. ボール奪取地域 

 ボール奪取地域を 12 分割、3 分割にしたものに関して

差はみられなかった．UEFA欧州選手権2012において，

2 分割ではスペインがベスト 4 のチームより中央エリア

で有意に多かった． 

2. ボール奪取から有効攻撃までに要した時間 

 両群とも時間がかかるにつれて減少傾向にはあるもの

の，差はみられなかった． 

3. ボール奪取から有効攻撃に要したパス本数 

 UEFA 欧州選手権 2012 において，スペインはベスト

4のチームより5本と 11本以上の攻撃のとき有意に多か

った．また，ベスト 4 のチームはスペインより 2 本と 4

本の攻撃のとき有意に多かった．2010 年 FIFA ワールド

カップでは両群に差はみられなかった． 

4. ボール奪取直後のプレー方向 

 両大会において両群ともボール奪取後，前向きでプレ

ーしている．両群に差はみられなかった． 

【考察】 

UEFA 欧州選手権 2012 において，パス本数が 11 本以

上の時スペインはベスト 4 のチームより有意に多かった．

この結果からスペインは，ボールを失わないようしっか

りと保持しショートパスを効果的に使っていることが分

かる．ボール奪取から有効攻撃に要した時間に有意差が

認められなかったことを含めると，単に時間をかけてポ

ゼッションをしているわけではないと考えられる．また，

11 本以上パスをつなぐことのできるキックとトラップ

の技術がしっかりしていることも要因の１つと考えられ

る．逆にベスト 4 のチームはパス本数が 2 本，4 本の時

に有意に多かったが，これは守備から攻撃への切り替え

の早さ，相手の守備が整う前の速い攻撃の意識が高かっ

たと考えられる． 

ボール奪取した地域（2 分割）では，スペインはベス

ト 4 のチームより中央エリアで有意に多かった．山中

（2011）の集計したデータをもとに統計処理を行ったと

ころ，2006 年 FIFA ワールドカップと 2010 年 FIFA ワ

ールドカップでは，得点に至った攻撃のボール奪取地域

として，サイドに比べ，中央の方が有意に多いというこ

とが明らかになった．このことからも，中央でのボール

奪取が有意に多いスペイン代表の方が，多くの得点の機

会を生み出し，そのことが勝利につながっていると推察

される．また，4-2-3-1 というシステムにより，中盤の人

数が多いことが関係しているのではないだろうか．時に

は 0 トップになることもあるスペインは，中盤の人数を

増やすことでポゼッションのしやすさと，人数をかけて

相手選手を囲むことを可能にしていると考えられる．  

【結論】 

本研究から，ボール奪取から有効攻撃に至るまでの過

程においてスペインとベスト 4 のチームに差があるのは，

ボール奪取地域（2 分割）とパス本数（5 本，11 本以上）

ということが明らかになった． 


